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歯科医療技術：
歯科医用のドリルビットのプラズマ処理

Application Note

プラズマプロセス
　酸素プラズマ処理の結果として、樹脂の親
水特性が変化します。それは極性官能基が、こ
のプラズマ処理の最中に樹脂表面に導入さ
れたからです。
　それ故に、図１に示されている歯科用途の
部品が示している様に（38mN/mから58mN/
m以上）、表面張力は改善されました。

　化合物の親水特性以外にも、ポリエチレン
樹脂表面にある酸素を含む官能基もまた、色
材の接着性に関して極めて大切な役目を担
っています。それは、殺菌プロセスにおいて、
実際の化学物質が、色材とパーツ間で高い接
着耐久性を持つのに寄与しているのと同じで
す。実際の例として、殺菌プロセスの耐久性に
ついては、１５サイクルからプラズマ処理後
には５０サイクルまで向上しました（図２）

用途
　医療技術分野において、製品寿命と機能に
関する品質基準は非常に高いものになってい
る。特に、繰り返される殺菌プロセスは、材料
に対して大きな負荷を与えます。
　蒸気による殺菌プロセスは、樹脂表面の劣
化を引き起こします。
　接着成分やラッカーは、このプロセスで大
きくダメージを受け、殺菌プロセスを何度か
行うと、接着力は失われます。結果、重要なパ
ーツの機能は、失われていきます。プラズマ処
理の目的は、樹脂パーツとラッカー各々の接
着力を明らかに向上させることになります。

装置
　パーツへのプラズマ処理は、４分程の非常
に短いサイクルタイムで行われます。システム
全体のサイズにも拠りますが、数百のパーツ
が、同時に処理できます。パーツは、より均一
な処理特性が得られる様に回転する棚に配置
され処理されます。　多くのパーツの処理に
対して、自動化処理することは可能です。

V55-G は医療用途にデザイン
されたプラズマ処理装置です。

 

 

Surface tension
before and after plasma treatment
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Sterilization resistence
Completed sterilization cycles
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プラズマ活性化処理の結果、ドリルビット部品の表
面エネルギーは増加し、酸素の官能基がポリエチレ
ン表面に導入されます。結果として、殺菌プロセス
に対する耐性は著しく向上します。


